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業
者
が
一
雁
傭
勞
傲
者
に
對
す
る
支
®
 

關
係
は
極
，め
て
廣
汎
且
つ
有
力
に

し

て

又
れ
濃
厚
な
‘る 

も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
其
れ
が
爲
め
.じ
被
る
人
格
生
活 

の
制
限
、
人
格
の
支
配
的
靡
力
は
甚
だ
大
な
る
も
の
で 

ぁ
る
。
經
濟
生
活
ヒ
人
格
生
活
ど
の
衝
突
は
此
の
企
業 

資
本
對
ー
雁
傭
勞
働
の
關
係
に
於
て
最
高
頂
に
達
し
て
ゐ
：
 

ン
る
。
個
人
其
の
儘
の
；生
活
は
，人
格
の
孤
立
を
意
味
す
4

0 

固
ょ
り
孤
立
者
に
は
他
の
人
格
の
壓
迫
は
存
し
な
い"- 

.
其
の
代
b

に
財
の
生
活
の
腿
迫
、
即
ち
非
人
格
性
m

然 

の
腿
迫
を
受
け
る
。
楚
れ
ょ
れ
免
る
、
の
道
は
個
人
の 

生
活
を
社
會
化
し
.
てV

共
同
生
活
を
.營
む
こ
^
に
由
つ 

.
て
の
み
得
ら
れ
る
？
社
食
化
せ
る
共
同
生
活
に
在
つ
，て 

は
人
格
^

人
格
^

の
間
の
衝
突
が
起
る
。
國
家
は
此
の 

.
共
同
生
活
の
最
高
な
る
形
憊
ど
し
て
現
れ
、
人
格
^
人 

:
格
ご
が
互
に
相
接
觸
し
て
一
つ
の
入
格
が
他
の
人
格
を 

壓
追
す
る
.
'2
.

^
な
§

を
猶
：め
る
。
若
し
個
人
が
個
人
€
 

し
て
の
自
由
の
み
を
.主
張
す
る
な
ら
ば
其
の
極
は
社
會 

の
破
壤
^

爲
る
：。
社
#

を
破
壊
し
て
了
へ
ば
他
の
人
格 

の
座
迫
を
.受
く
る
こ
ビ
が
«
く
な
るC

而

も

其

，
の

代

办
 

に
財
の
生
活
の
更
ら
に

大
な
る
壓
迫
を
受
け
る
。
個
體

第
<
號

1

五
3


